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１．開催概要 

 

名称 第４回アジア都市・建築フォーラム 

日本・インドネシア建築フォーラム 2017 

（英文 JAPAN INDONESIA ARCHITECTURE FORUM 2017） 

 

主催 一般財団法人国際建築活動支援フォーラム（JSB） 

主管 デルファイ研究所 

共催 インドネシア建築家協会 

後援 国土交通省、公益社団法人日本建築家協会 

社団法人日本建築学会、社団法人日本建築士会連合会、 

社団法人日本建築事務所協会連合会、社団法人日本建設業連合会 

 

テーマ 住い・都市開発・環境 

「ＣＲＯＳＳ ＣＯＬＬＡＢＯＲＡＴＩＯＮ」 

 

１）開催期間 

建築フォーラム ２０１７年１１月９日（木）～１０日（金） 

交流レセプション     １１月９日（木） １９時～２０時２０分 

展示会          １１月９日（木）～１０日（金） 

 

２）会場 

Fairmont Jakarta Hotel（ジャカルタ スナヤン地区５星ホテル） 

        発表 Ballroom 2 （１階） 

        展示 Ballroom 3 （１階） 

  交流レセプション Rm Saphire （３階） 

 

３）参加対象 

        設計事務所、都市開発・不動産業、コンサルタント、 

        建設業、建築関連設備メーカー、インドネシア政府機関、国営企業、 

        大学、在尼日本企業、報道機関、一般、他 
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２．プログラム 

 

■フォーラム１  ２０１７年１１月９日（木） 

 AM セッション：参加者 175 名（尼・日同時通訳付） 

総合司会  ：浜田明彦（JSB 評議員） 

モデレーター：高階澄人（JIA 関東甲信越部国際事業委員長） 

開会 

 ８：３０～ ９：００ 開会挨拶 

 小倉善明 JSB 理事長 

 Ahmad Djuhara 氏 インドネシア建築家協会 会長 

 石井正文 駐インドネシア特命全権大使 

 ９：００～ ９：２０ 講演 Rachmat Gobel 氏 インドネシア大統領府投資特使 

 ９：２０～ ９：５０ 講演 バンドン市長 Ridwan Kamil 氏  

 ９：５０～１０：２０ 伊東豊雄氏と Ridwan Kamil 氏による PD 及び聴衆との質疑応答 

 モデレーター 都市計画家 Sibarani Sofian 氏 

１０：２０～１０：４０ コーヒーブレイク 

１０：４０～１１：４０ 講演 建築家 伊東豊雄氏 

 テーマ  “Generative Architecture from Asia” 

１１：４０～１２：００ 聴衆との質疑応答 

１２：００～１３：２０ ランチ 

 

■フォーラム１  ２０１７年１１月９日（木） 

 PM セッション：参加者 175 名（尼・日同時通訳付） 

総合司会  ：浜田明彦（JSB 評議員） 

モデレーター：高階澄人（JIA 関東甲信越部国際事業委員長） 

１３：２０～１３：３０ イントロダクション 主催者 

１３：３０～１４：１０ 発表  日本設計・新日鉄興和不動産グループ 

 プロジェクト：AKASAKA INTERCITY AIR 

１４：1０～１４：５０ 発表  大成建設 

 プロジェクト：THE OTEMACHI TOWER 

１４：５０～１５：３０ 発表  日建ハウジングシステム・東急不動産インドネシア・ 

     日建設計 

 プロジェクト：BRANZ BSD 藍（AI） 

１５：３０～１５：５０ コーヒーブレイク 

１５：５０～１６：３０ 発表  清水建設 

 プロジェクト：A SERIES OF DESIGN & BUILD PROJECTS IN INDONESIA 
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１６：３０～１７：１０ 発表  日建設計・ASTRA INT’L・AIRMAS ASRI・清水建設 

 プロジェクト：MENARA ASTRA 

１７：１０～１７：５０ 発表 三菱地所設計・三菱地所 

 プロジェクト：URBAN REGENERATION IN MARUNOUCHI  

１７：５０～１８：３０ 発表者によるパネルディスカッション及び聴衆との質疑応答 

閉会 

 

 

■フォーラム２  ２０１７年１１月１０日（金） 

 AM セッション （インドネシア建築家協会 CPD 認定プログラム） 

 ９：００～１１：３０ IAI フォーラム 

１１：３０～１３：２０ ランチ 

 

■フォーラム２  ２０１７年１１月１０日（金） 

 PM セッション：参加者 343 名（尼・日同時通訳付） 

総合司会 ：浜田明彦（JSB 評議員） 

モデレーター：高階澄人（JIA 関東甲信越部国際事業委員長） 

１３：２０～１３：３０ イントロダクション 主催者 

１３：３０～１４：２０ 講演  建築家 平田晃久氏  

 テーマ 「生きてる建築」“Fermented” 

１４：２０～１４：４０ 発表  鹿島建設 

１４：４０～１５：００ 発表  竹中工務 

１５：００～１５：２０ 発表  澄人高階建築事務所 

１５：２０～１５：４０ 発表  梓設計 

１５：４０～１６：１０ 発表者によるパネルディスカッション及び聴衆との質疑応答 

１６：１０～１６：３０ コーヒーブレイク 

１６：３０～１７：００ 講演  建築家 アンドラ・マティン氏 

１７：００～１８：００ 講演  建築家 伊東豊雄氏 

１８：００～１８：４０ 聴衆との質疑応答 

閉会 
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■開会挨拶 JSB 理事長 小倉善明 

インドネシア建築家協会会長 Ahamad Djuhara 様、在イン

ドネシア特命全権大使 石井正文閣下、ご来場の皆様方、本日

ここに多くの皆様のご努力で、このフォーラムが開催できたこ

とを喜びとするところです。 

今回のフォーラムはインドネシア建築家協会の開催協力、日

本の国土交通省及び建築関連５団体の後援をいただきました。

大変感謝しております。 

また、日本の代表的建築家である伊東豊雄氏にも参加いただ

きました。またインドネシからはインドネシア大統領府特使の

Rachmat Gobel 様及びバンドン市長 Radwan Kamil 様からの

お話があり、その後に３人の方々による対談が予定されています。建築及び都市に関する、有意義な話と

有益な意見交換に期待していただきたいと思います。 

 

我が国、日本は、地震、津波、火災、台風、など様々な自然災害に加え、最近では原発事故にも遭遇し、

そうしたことに耐えてきた歴史があります。その中で私たちは、多くの建築技術や管理手法を蓄積してき

ました。また、戦後の復興に始まった急激な都市化や、それに伴うインフラ整備など経験し、これらの問

題についても、私共は多くの技術を習得しています。 

皆様の国も日本と共通した自然環境の中にあります。地震や津波、そして高温多湿で雨の多い環境は両国

の共通した環境であります。そしていま、インドネシアではインフラの整備に伴い住宅建設やまちづくり

が進んでいますが、同時に、様々な環境問題を解決していかねばならない状況にあるとお聞きしています。 

このような問題の解決のプロセスにおいては、最適な結果を見出すために、解決を担当する色々な人たち

相互のコラボレーションが、必要であると考えています。そのような意味で、本日のフォーラムのサブテ

ーマを「CROSS COLLABORATOIN」といたしました。 

このフォーラムは、シンンガポール、ハノイ、ホーチンミンでの開催に続き第４回目です。回を増すごと

に、現地と日本の建築家、施工者、建材メーカーとの交流が深まってまいりました。 

今回のフォーラムも、皆様のお役に立てることができれば良いと思っております。 

 

日本建築家協会は来年、２０１８年にアジア２１カ国の建築家が集うアルカシア大会を東京で開催します。

アルカシア大会が日本で開かれるのは初めてのことですが、私共の活動もこの動きと関連しています。我

が国の建築界が一層アジア諸国のお役に立てるように、日本の「建築力」を総合的に発信できるようにア

ルカシア大会を支援していきたいと考えています。 

是非、来年東京で開催されるアルカシア大会にも参加していただき、東京をはじめとする我が国の都市の

現状を見ていただき、今後のまちづくりやインフラ整備の参考にしていただければ良いと思っています。 

 

有難うございました。 

 

■石井正文 駐インドネシア特命全権大使 ご挨拶 

本日は、日本・インドネシア建築フォーラム 2017 にご招待

いただき、誠にありがとうございます。心よりお祝い申し上げ

ます。また，国際建築活動支援フォーラムにおかれましては、

本セミナーを適切なタイミングで主催いただき感謝申し上げ

ます。 

 

日本とインドネシアは、1958 年の国交樹立以来親密な関係

を保ち続け、来年には国交樹立 60 周年を迎えます。両国の間

では、2014 年 10 月のジョコ大統領就任以来約３年の間に、４

度もの相互訪問を含む６度の首脳会談を重ねました。両首脳は

両国間の戦略的パートナーシップをより強固なものにすべく、海洋分野・政治分野に加え、人材育成協力
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などを含む経済分野において貿易・投資の促進、港湾整備や鉄道整備などを通じたインフラの充実、エネ

ルギー開発の推進など、幅広い分野での協力を深化させてゆくことで一致しております。 

経済面においても、日本からインドネシアへの昨年の直接投資金額は前年から 2倍の 54 億ドルに及ぶな

ど，益々存在感を強めています。（ご参考：2017 年上半期：28.5 億ドル） その中でも，都市開発・住宅

分野では，古くはジャカルタ東部の工業団地開発，このあともプレゼンのある鹿島建設によるスナヤン開

発，そして，近年ではＢＳＤ開発など，日本企業は多くの投資を行って参りました。 

さらに，近年のインドネシアの目覚ましい経済発展と相まって，ますます多くの日系ディベロッパー，

ハウジングメーカーがインドネシアへの投資に目を向けております。日本政府としても，このような都市

開発・住宅分野に対する活発な民間企業の動きを支援するため，政府系出資会社であるＪＯＩＮを通じて，

３件，約 120 億円の投資を行っております。（ご参考：BSD 三菱商事（約 34 億円），イオン 2 号店（約 50

億円），大和ハウス（約 30 億円） なお，上記のほか，冷凍倉庫（約 9億円）へも出資。） 

 

今回のフォーラムでは、日本が有する質の高い「建築力」に着目し、①地球温暖化対策に伴うサステイ

ナブル／グリーン建築、②交通ハブにおける都市開発（ＴＯＤ）、③都市型集合住宅など、日系企業が推進

する事業において、具体的にどのようにプロジェクトを進めてきたかのご紹介をしながら、今後のインド

ネシアでの住宅・都市開発にどのようにいかしてゆくことができるかのディスカッションが行われると伺

っております。 

本日のセミナーを契機に、建築家同士の意見交換・相互交流が進み、もってインドネシアにおける質の

高い住宅・都市開発につながってゆくことを祈念しております。 

最後となりますが、本日のセミナーが実現しましたのは、関係者の皆様の努力に加え、インドネシアの

皆様のサポートがあればこそと思います。本日御列席の皆様の益々の御発展及び二国間関係の更なる強化

を祈念して、私の挨拶といたします。 

 

■来賓 インドネシア建築家協会 会長 Ahmad Djuhara 氏 

 

 

■来賓  Rachmat Gobel 氏 インドネシア大統領府特使 

Assalamualaikum warahmatullahi wabarakatuh. 

Salam sejahtera untuk kita semua 

Pertama-tama saya ingin menyampaikan terima kasih 

kepada panitia penyelenggara Forum Arsitektur 

Indonesia-Jepang, atas undangannya kepada saya untuk 

ikut hadir dan bahkan ikut berbicara di forum ini. 

Tahun depan, tahun 2018, kita akan memperingati 60 

tahun Hubungan Diplomatik Indonesia dan Jepang. Pada 

tahun yang sama, Indonesia juga akan menyelenggarakan 
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ASIAN GAMES di Jakarta dan di Palembang. Kalau kita tarik sejarah di tahun 1962, saat ASIAN GAMES 

pertama kali dilaksanakan di Indonesia, sejarah mencatat bahwa Jepang mempunyai peran yang cukup penting di 

dalam mendukung suksesnya kegiatan olahraga itu. Tidak hanya ikut mendukung olahraga itu dalam arti fisik, 

tetapi juga melalui semangat sportivitas bagaimana hubungan Indonesia-Jepang itu bisa dibangun dengan dasar 

saling menghormati, saling mempercayai dan saling memberikan nilai tambah. 

Sejak 60 tahun yang lalu kerjasama dan hubungan Indonesia Jepang telah berkembang jauh, tidak hanya 

berdasar pocket to pocket, tapi heart to heart. Suatu istilah yang sudah digaungkan sejak jaman Almarhum PM. 

Fukuda senior.   

Hubungan heart to heart - hati ke hati ini sangat penting, dan perlu untuk kita perkuat, agar pada akhirnya 

hubungan kerjasama Indonesia-Jepang tidak hanya menguntungkan bagi kedua belah bangsa dan negara, tetapi 

juga bisa memberi kontribusi luas kepada dunia internasional. 

Bapak/Ibu sekalian yang saya hormati, 

Pada awal bulan September yang lalu di Jakarta telah diselenggarakan acara Indonesia-Japan Urban 

Development and Housing Seminar 2017, yang digelar oleh Japan Global Exchange Forum for Housing, Building 

and Urban Development (JHBUD) dan Kementerian PUPR. Seminar yang terlaksana dengan sangat sukses ini 

dihadiri sejumlah lebih dari 80 orang anggota Delegasi Pemerintah, Pengusaha dan Investor Jepang yang 

dipimpin langsung oleh Mr. Dr. Hiroto Izumi, Penasehat Khusus Perdana Menteri Jepang, serta lebih dari 200 

orang peserta Indonesia.  

Kalangan pengusaha dan investor Jepang yang hadir dalam seminar tersebut, telah mendapatkan penjelasan 

yang sangat komprehensif dari para nara sumber. Mereka menyambut positif tentang hasil pencapaian dan 

rencana pembangunan infrastruktur dan perumahan di Indonesia yang telah disampaikan seminar tersebut.  

Dalam bingkai hubungan yang begitu erat antara dua bangsa, Forum Arsitektur Indonesia-Jepang ini saya nilai 

sangat strategis, karena forum ini menyatukan banyak pakar dan praktisi Arsitektur dari Indonesia dan Jepang, 

untuk duduk bersama, membagi ilmu dan pengalaman, yang pada gilirannya diharapkan akan terus 

meningkatkan kolaborasi antara Indonesia dan Jepang.  

Saya juga berharap semoga hasil dari Forum Arsitektur ini dapat lebih memantapkan para pengusaha dan 

investor Jepang untuk berinvestasi di Indonesia. 

Saya ingin menyampaikan apresiasi dan pujian kepada semua ahli teknologi arsitektur dari Indonesia dan Jepang 

yang telah bersusah payah merencanakan acara ini, dan juga kepada semua hadirin, serta semua pihak yang 

berpartisipasi dalam penyelenggaraan acara ini. 

Bapak/Ibu sekalian yang saya hormati, 

Ijinkanlah saya mulai menyampaikan pandangan saya  mengenai Infrastruktur dan Arsitektur di Indonesia 

Pembangunan Indonesia di masa Pemerintahan Joko Widodo-Jusuf Kalla ini difokuskan untuk membangun 

infrastruktur. Suatu strategi yang sangat fundamental bagi Indonesia, untuk bisa bersaing di ranah global. 

Wilayah yang luas dan populasi yang besar adalah potensi luar biasa, namun selama ini belum digarap secara 

optimal. Untuk itu, maka pilihan Pemerintah untuk memfokuskan pembangunan pada Infrastruktur, adalah 

pilihan yang sangat strategis dan tepat. 

Dengan membangun infrastruktur,  berarti juga membangun potensi masyarakat yang berdaya kerja, berdaya 

beli dan berdaya pikir, tidak hanya  untuk dapat bersaing dengan lingkungan regional maupun global, tetapi juga 

mengeksplorasi potensi terpendam yang sudah ada di dalam negeri Indonesia sendiri. 

Kita menyadari bahwa umat manusia di abad 21 ini, harus menghadapi berbagai tantangan yang belum pernah 

dialami pada masa sebelumnya, seperti semakin terbatasnya sumber daya energi fossil, serta perusakan 

lingkungan, disamping tentunya menghadapi ledakan jumlah penduduk di tengah terbatasnya sumber daya alam.  

Bapak/Ibu sekalian yang saya hormati, 

Mencari inovasi yang revolusioner secara berkelanjutan dengan memanfaatkan ilmu dan teknologi, sangatlah 

diperlukan. Bukan hanya demi bangsa Indonesia dan Jepang,  namun juga untuk seluruh umat manusia .  



10 

 

Kita pun perlu membangun kesadaran tentang pentingnya faktor manusia dalam pembangunan. Manusia yang 

menjadi faktor sentral dalam pembangunan, perlu diberi wadah dan lingkungan binaan yang terencana dengan 

baik. Agar hal ini dapat mendukung percepatan ekonomi dalam persaingan global, yang didukung dengan mutu 

hidup manusia Indonesia yang berkualitas. 

Kita semua tahu bahwa Jepang telah diakui sebagai salah satu pemimpin global di bidang pengembangan 

teknologi dan inovasi. Dalam niat yang positif, Indonesia dapat bekerjasama dengan Jepang dalam 

mengembangkan dan memanfaatkan ilmu pengetahuan dan teknologi, untuk kemajuan negara dan bangsa. 

Bapak/Ibu sekalian yang saya hormati, 

Infrastruktur terbagi atas: Ke-air-an, Energi, Komunikasi, Transportasi, Bangunan, Pelayanan Transportasi dan 

Pengelolaan Limbah, seharusnya berhubungan dan berorientasi kepada unsur manusia.  

 Infrastruktur Ke-air-an berbentuk bendungan, kanal dan semua hal yang berhubungan dengan air, 

dikelola dengan tujuan mengatur air agar membawa manfaat kepada manusia, dan juga mengendalikan 

air agar tidak menjadi bencana.  

 Sumber Energi didapat dari alam, diubah bentuknya menjadi listrik dan energi lain agar digunakan 

sebesar-besarnya bagi produktivitas hidup manusia, dan karenanya perlu pula dibangun distribusinya. 

 Perkembangan Komunikasi sekarang ini membutuhkan pula dukungan infrastruktur yang terencana & 

terintegrasi, disesuaikan dengan kondisi geografis Indonesia yang luas dan berbentuk kepulauan. 

 Transportasi mengakomodasi perpindahan barang dan manusia untuk mendukung perkembangan sosial 

dan ekonomi. Infrastruktur transportasi (jalan, rel, jalur penerbangan dan pelayaran) memerlukan pula 

titik pertemuan manusia dan moda transportasi yang terintegrasi, seperti : stasiun, terminal, bandara, 

pelabuhan, dll. 

 Bangunan adalah infrastruktur yang paling dekat mengakomodasi kegiatan dasar manusia. 

Manifestasinya hadir dalam bentuk bangunan terkecil, yaitu rumah, lingkungan perumahan, sampai 

skala kota. Semuanya berhubungan dengan aspek arsitektur.  

Dengan kesadaran eratnya hubungan bangunan dengan manusia, maka pengerjaannya harus diatur 

sejak dari perencanaan, pelaksanaan, bahkan dalam pemeliharaannya. Semuanya itu perlu 

dikomunikasikan dengan semua stakeholder, baik masyarakat maupun pemerintah, yang akhirnya 

harus menjamin sustainability bagi bangunan dan kelompok manusia dalam lingkungannya. 

 Limbah dari perumahan dan  industri pun menjadi ekses yang harus dikelola, agar tidak menjadi 

bencana bagi kelangsungan hidup manusia dan lingkungan. 

Bapak/Ibu sekalian yang saya hormati, 

Dengan kesadaran ini,  kita harus memberi perhatian pada perencanaan yang dan terprogram dengan baik pada 

hal-hal dibawah ini : 

1. Housing   / Perumahan 

2. Urban Development / Pengembangan Perkotaan 

3. Sustainability  / Keberlanjutan / Kesinambungan 

(baik Environmental Sustainability, Economic Sustainability, maupun Social Sustainability). 

Semua kualitas hal-hal di atas , sangat terkait erat dengan Arsitektur. 

Arsitektur menjadi salah satu faktor penting dalam pembangunan infrastruktur di Indonesia dan di mana pun di 

dunia ini,  karena perancangan Arsitektur yang baik selalu menjamin orientasi pembangunan kepada manusia 

sebagai objek sekaligus subjek utamanya. 

Dalam mengutamakan  sustainability dan keberlanjutan dalam Perumahan dan Perkembangan Perkotaan, maka 

kita harus bertekad untuk membangun dengan kualitas terbaik. Kualitas yang baik yang dimulai dari 

Perencanaan dan Perancangan, dapat menjamin keberlangsungan hidup manusia di satu bangsa. Tak dapat 

dipungkiri pemikiran yang menyatakan bahwa objek arsitektur terbangun yang diwujudkan dalam lingkungan 
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binaan rumah, perumahan, wilayah sampai kota ini akan mencerminkan kemajuan peradaban sebuah bangsa. 

Saya berharap agar berbagai contoh perkembangan dunia Arsitektur di Jepang dan Indonesia, dapat mengilhami 

forum ini untuk berbincang bersama menciptakan inovasi yang dibutuhkan dalam pembangunan infrastruktur 

dan arsitektur di Indonesia.   

Bapak/Ibu sekalian yang saya hormati, 

Sebelum mengakhiri, saya ingin mengangkat sedikit cerita tentang pembangunan smart-town & smart-home  di 

Jepang.  

Saya teringat dengan keberhasilan upaya-upaya yang dilakukan oleh sektor swasta dan publik di Jepang, yang 

melibatkan, perusahaan-perusahaan mitra, dalam menghadirkan solusi untuk menghadapi tantangan jaman 

dengan menciptakan proyek kota pintar Fujisawa Sustainable Smart Town. 

Proyek yang dilaksanakan oleh suatu konsorsium Panasonic dengan 11 perusahaan mitra ini, mengadopsi konsep 

Panasonic tentang “Eco and Smart Town” yang berkesinambungan hingga 100 tahun. Dengan konsep ini Fujisawa 

diproyeksikan  kemampuannya untuk menghemat energi hingga 37%, penurunan emisi CO2 hingga 70% , dan 

penurunan pemakaian air hingga 30%.  

Kisah ini bukan tentang suatu keberhasilan saja, tapi tentang suatu proses yang berjalan mengikuti trend dunia, 

karena trend ini mau tidak mau akan mendorong para arsitek untuk menyesuaikan prinsip dan konsep desainnya 

dengan mengikuti kebutuhan utilitas sebuah smart-town. 

Bapak/Ibu sekalian yang saya hormati, 

Ada pula banyak cerita yang bisa disampaikan tentang dunia Arsitektur di Indonesia. Betapa kayanya inspirasi 

yang timbul dari kekhasan kawasan tropis, latar belakang budaya Indonesia yang sangat beragam, keunikan 

bahan dan material, serta perkembangan gaya hidup. Tentu tidak berlebihan kalau saya sampaikan bahwa 

faktor-faktor di atas bahkan telah memotivasi banyak arsitek dunia untuk ikut berkreasi di negeri yang indah ini. 

Inipun sebuah proses.  

Dengan memperhatikan proses, keberhasilan, kegagalan, tantangan, dan kesulitan dunia Arsitektur di kedua 

negara, saya percaya bahwa forum ini bisa menjadi forum pertukaran gagasan, sharing pengalaman yang akan 

membawa manfaat bagi dunia infrastruktur di kedua negara.  Saya juga percaya akan banyak inovasi 

menghasilkan solusi yang  dapat dipercepat, untuk kemaslahatan kedua bangsa. 

Selamat berdiskusi dan bertukar gagasan dalam forum terhormat ini 

Terima kasih 

Wassalamualaikum warahmatullahi wabarakatuh. 

 

Forum - Moderators 

   

JSB 濱田明彦氏（総合司会） 日本建築家協会 高階澄人氏 都市計画家 Sibarani Sofian 氏 
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Forum - 11 月 9 日  参加者 175 名 

 

 

Forum1 AM Session 

  

建築家 伊東豊雄 氏 Bandung 市長 Ridwan Kamil 氏 
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Forum1 AM Session – Panel Discussion 

 

 

Forum1 PM Session ― Project Team Presentation 

   

AKASAK INTERCITY AIR THE OTEMACHI TOWER BRANZ BSD 藍（AI)  

 

   

A SERIES OF DESIGN & MANERA ASTRA  URBAN REGENERATION  

BUILD PROJECTS IN INDONESIA IN MARUNOUCHI, TOKYO 
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Forum1 PM Session – Panel Discussion 
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Forum - 11 月 10 日  参加者 343 名 

 

 

Forum2 PM Session 

 

講演 建築家 平田晃久 氏 
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Forum2 PM Session 

   

鹿島建設 大石修一氏 竹中工務店 結城哲治氏      Aloysius Magsi Yoga Utama 氏 

 

  

高階澄人建築事務所 高階澄人氏 梓設計 和出知明氏 

 

Forum2 Panel Discussion 
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Forum2 PM Session 

  

特別講演 建築家 伊東豊雄 氏 講演 建築家 Andra Matin 氏 
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Reception 

「日本・インドネシア建築フォーラム」日尼交流レセプション 

日時 １１月９日（木）１９時００分～２０時２０分 

会場 ジャカルタ スナヤン Fairmont Hotel ３階 Saphire 

参加人数 ８０人 

 

開会 

 司会 浜田明彦（日建ハウジングシステム代表取締役、JSB 評議委員） 

主催者開会挨拶 小倉善明（国際建築活動支援フォーラム（JSB）理事長、 

 UIA2011 世界建築家連合東京大会会長） 

共催者挨拶 Ahmad Djuhara（インドネシア建築家協会 会長） 

乾杯 前田康貴（大成建設株式会社 設計本部 国際設計部長） 

歓談  １９：２０～２０：１５ 

閉会挨拶 萩原廣一（JSB 事務局長） 

閉会 

 

 

JSB 会長  小倉善明 インドネシア建築家協会会長 

 Ahmad Djuhara 氏 
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20 

 

３．展示 

 

Exhibition 18 企業展示（来場者 延べ 960 人） 
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Exhibition 会場風景 

   

 

各社展示 

  

清水建設 三菱地所設計・三菱地所 

  

鹿島建設 エフワンエヌ 

  

日建ハウジングシステム・日建設計・ 日本設計・新日鉄興和不動産グループ 

東急不動産インドネシア 
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太陽工業 ＡＧＣアジアパシフィック 

  

大成建設 高階澄人建築事務所 

  

日建設計・Airmas Asri・清水建設 PEB Steel Buildings Co., Ltd. 

  

竹中工務店 イイダ グループ ホールディングス 
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梓設計 ＬＩＸＩＬ 

 

 

４．企画展 

 

Exhibition 伊藤豊雄建築展 11 月 9 日～10 日 
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５．メディア 

 

Media – インドネシアメディア 

・メディアリスト １１月９日 

 

 

・メディアリスト １１月１０日 
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Media 掲載記事抜粋 - Portal Bandung 
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Media 掲載記事抜粋 - Arsitektur Yang Memanusiakan – PPID Kota Bandung 
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Media 掲載記事抜粋 - Pikiran Rakyat 
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Media 掲載記事抜粋 - Kumparan 
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６．印刷物 

 

印刷物 事前予告ポスター 

 

 

印刷物 Forum2 チケット（11/10） 

 

  

 

 

 

 

 



30 

 

印刷物 フォーラムプログラム（当日配布） 
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印刷物 展示案内パンフレット（当日配布） 
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７．インターネット 

 

日本語ページ http://forum.delphi-lab.com/jiaf2017/index_jpn.html 

 

英語ページ http://forum.delphi-lab.com/jiaf2017/index.html 

 

Facebook ページ 

https://www.facebook.com/Jakarta.jiaf2017/ 
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８．展示・デザイン 

 

■展示サイン・デザイン ステージ／バックドロップ 

 

 

■展示サイン・デザイン ホワイエ（正面エントランス） 
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■展示サイン・デザイン ホワイエ（フォーラム） 

 

 

■展示サイン・デザイン ホワイエ（展示） 
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